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研究成果の概要（和文）：本研究は黄砂発生地域における地表面の表層土壌とその植被を回復するにはどのよう
な人文的社会的な関与が必要か、あるいは何が破壊要因として挙げられるか、を社会・経済両面から多面的に検
討しようとしたものである。その結果、これまで考えられているような「植林」プロジェクトや直接的な緑化プ
ランは必ずしも有効とはいえず、間接的で文化的なアプローチや植林よりも土壌表面のコケ類や地衣類、シアノ
バクテリアなどの有機物生成生物（植物）を回復することのほうが重要である可能性について重要な示唆が得ら
れた。黄砂発生地は単一の生態環境ではなく極めて多様でそれに応じた多面的な方策を講ずることが必要であ
る。

研究成果の概要（英文）：This study attempts to examine from multiple perspectives, both social and 
economic, what kind of human and social involvement is necessary for the restoration of the surface 
soil and its vegetation in the area where　Kosa occurs, and what are the destructive factors. The 
results indicate that "afforestation" projects and direct revegetation plans, as previously thought,
 are not always effective and provide important indications about the possibility that indirect, 
cultural approaches and the restoration of organic matter-producing organisms (plants) such as 
mosses, lichens and cyanobacteria on the soil surface may be more important than afforestation. 
Yellow sand habitat is not a single ecological environment, but is extremely diverse and requires 
multifaceted measures.

研究分野： 地域研究

キーワード： 黄砂　黄土高原　オルドス　シアノバクテリア　生態回復　乾燥地　社会的経済的アプローチ　フレー
ミング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで主として理系の研究者によって担われて来た黄砂研究であるが、現地でフィールドワークを行う地域研
究者の視点から、横断領域的に黄砂発生機序にアプローチすることにより、これまでにない領域横断的な視野が
開かれた。またその回復過程についても直線的で線形的な緑化プランや植林プロジェクトが持つ硬直性をいかに
回避するか、という実践的かつ理論的な知見を得ることができた。これは広く開発プロジェクトや環境保全のた
めのプロジェクトに応用可能で、グローバルな環境問題に直面する人類が、自らの専門や狭隘な立場にとらわれ
ることなく、より広い視野から考えるための貴重な視点を提示することが可能となった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 

黄土高原に通い始めてから今年でちょうど 30 年になる。1990 年に初めてこの地に足を踏

み入れて、その厳しい生活環境、その中で美しく心地よい生活の場を作り出す人々の社会

や文化に魅せられ、地域の文化的社会的生活が、環境を破壊せず、持続的でこの地の本来

の良さを活かした生活の場を創るにはどうすればよいのか、を考えて今日まで現地に通い

続けてきた。当初は、主として村やその周辺の人々が取り交わす噂話や、文化的活動や芸

能、廟会などの宗教活動がどのように地域の広がりを作り出し、一見閉ざされたかのよう

に見える黄土高原の村の生活が外部の世界と深く密接にかかわっているのか、について参

与的観察を行ってきた。 

 そこで描かれた村の生活世界とは、黄土高原に深く刻まれた谷に生きる現地の人々は常

に外部の情報に対して開かれており、出稼ぎに出て帰ってきた人、外部から訪れた人、行

商にやってくる人、農産物などの買い付けにやってくる人、といった外部とのつながりの

ある人の動きの中で常に外部の相場事情や出稼ぎをめぐる情報、政治的な腐敗や生活条件

にまつわる情報などを常に積極的に獲得し、互いに流通しあっており、そうした生きた情

報戦略のうえに、この地域の人々の生活が成り立っているという姿が浮かび上がって来た。 

 それらの噂がどのような範囲でどのような速度で広まるかを知るために、我々調査グル

ープは、自らイベントを引き起こし、それに対し人々の評判がどの程度広がっているのか、

イベントの参加者がどのくらいの範囲からどのくらいの人数やってくるのか、を検証した。

当初村で行ったのは廟会で奉納される芝居を我々が主催して行うというもので、それは今

になっても村の人たちのあいだで語り継がれている。それから 10 年後に行われたのが、

黄土高原の伝統的な様式にのっとった婚礼を日本人が行う、というものであった。これも

地域内だけでなく、地方新聞への掲載や口伝えで、省内および周辺の省にまで噂が広がり、

その後この地域では、伝統的な様式にのっとった婚礼を執り行う業者が多数発足するなど、

新たな文化ビジネスのきっかけともなった。 

 このように地域の人々が注目する活動を自ら地域の人々と引き起こしてその影響や反応

を検証する、という手法を我々は「参与被観察」手法と呼んだ。つまり、参与観察ではな

く、観察されるのは我々行為者のほうであり、その観察の内容や反応そのものを当事者と

して相互的に観察するという手法である。 

 そうした社会的参与調査の一方でこの地域で深刻化していた土壌流失、黄砂の飛散、そ

れにともなう生活条件の不安定化といった問題について、我々は生態文化回復プロジェク

トと称して、さまざまな試みを行った。人々の生活そのものが自らの生きる環境を破壊し、

その影響でより生活条件を悪くするといった負のジレンマから脱出するには、単に政府主

導で植林を行ったり、放牧禁止を行うだけでは持続性と主体性に欠ける、という問題認識

から、いかにして社会的文化的コンテキストをもった環境回復パスを構築することを考え

た。それは「生態文化回復活動」と命名され、地元楡林学院に「生態文化回復中心」を設

置し、地元林業局の技師である朱序弼らとともに、廟会における緑化活動の推進、廟会を

つうじた民間緑化主体のネットワーク化などを行った。 
 
 
 
２．研究の目的 
 研究の目的は、黄砂発生の要因の多くが人為的なものである以上、その発生要因について人々
の生活スタイルや農業、牧畜、土地利用の関係などから明らかにするとともに、その対策にお
いても、単に「植林」を行ったり「土壌改良」を行う、といったものではなく、地表面利用の



方法が黄砂発生につながらないような社会的経済的アプローチを模索する。そのために、まず
地表面植生の初期段階であるシアノバクテリアによるバイオクラストの生成を促すような土地
利用方法の模索や、人々が持続的に地域において収入を得ながら生態系を回復するためのさま
ざまな取り組みについて理解するとともに、黄砂発生地域の全体像をつかむことを目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
 これまで 1990 年から継続的に行ってきた黄土高原農村における定点調査を引き続き継続す
るとともに、その周辺の草原地帯、砂漠化地帯における比較調査を行う。具体的には陝西省北
部楡林市や神木に広がるオルドスと呼ばれる乾燥地帯やさらにそこから西に広がる阿拉善や河
西回廊などにおける黄砂発生地域を訪問し、現地の地表面状態について、人間社会の関与に注
目してフィールドワークを行う。 
  
 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は別途報告書を作成し、それを深尾研究室の HPにアップしている。 

https://www.fukaoyoko.com/infomation/%e9%bb%84%e7%a0%82%e7%99%ba%e7%94

%9f%e5%9c%b0%e5%9f%9f%e3%81%ab%e3%81%8a%e3%81%91%e3%82%8b%e8%a1

%a8%e5%b1%a4%e5%9c%9f%e5%a3%8c%e5%9b%9e%e5%be%a9%e3%81%ae%e3%81

%9f%e3%82%81%e3%81%ae%e7%a4%be%e4%bc%9a/ 
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